
金
融
機
能
の
強
化
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

参
議
院
財
政
金
融
委
員
会 

令
和
八
年
四
月
二
十
三
日 

 

政
府
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
十
分
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

資
本
参
加
制
度
及
び
資
金
交
付
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
本
法
の
趣
旨
が
地
域
金
融
機
関
等
の
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
り
、
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
役
割
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
く
た
め
の
環
境
整
備
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
金
融
機
関

の
み
の
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
経
済
全
体
に
裨
益
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 

二 

本
法
附
則
第
二
十
二
条
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
資
本
参
加
制
度
が
終
期
を
見
通
す
こ
と
が
困
難
な
地
域
の
人
口
減
少
等

の
構
造
的
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
「
当
分
の
間
」
の
特
別
な
措
置
と
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
将
来
的
に
国
民
負
担
を
生
じ

さ
せ
な
い
よ
う
、
資
本
参
加
制
度
の
費
用
対
効
果
も
勘
案
し
、
そ
の
規
律
を
確
保
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
検

討
す
る
こ
と
。 

 

三 

資
本
参
加
の
特
例
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
な
災
害
又
は
感
染
症
の
ま
ん
延
等
の
影
響
を
受
け
た
金
融
機
関
等
に
国
が
資
本

参
加
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
復
興
や
地
域
経
済
の
再
生
に
必
要
な
金
融
機
能
の
発
揮
に
万
全
を
期
す
た
め
に
設
け
ら

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
特
例
が
適
用
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
趣
旨
を
的
確
に
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、

資
本
参
加
を
必
要
と
す
る
金
融
機
関
等
が
同
特
例
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
配
意
す
る
こ
と
。 

 

四 

本
法
と
併
せ
て
、
資
本
参
加
先
に
対
す
る
経
営
管
理
態
勢
や
法
令
等
遵
守
態
勢
等
の
検
証
が
適
時
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い

る
か
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
強
化
す
る
に
当
た
り
、
通
常
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
上
乗
せ
し
て
行
う
監
督
に
お
い
て
は
、
資
本
参



加
先
の
金
融
機
関
等
が
過
度
に
萎
縮
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
適
切
に
行
う
こ
と
。 

 
五 
本
法
に
よ
る
資
金
交
付
制
度
の
申
請
期
限
の
延
長
が
相
乗
効
果
の
期
待
で
き
る
地
域
に
お
け
る
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運

送
事
業
及
び
銀
行
業
に
係
る
基
盤
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
維
持
を
図
る
た
め
の
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保

に
関
す
る
法
律
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
廃
止
期
限
を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
法
の
廃
止
期
限
の

延
長
が
検
討
さ
れ
る
際
に
は
、
併
せ
て
資
金
交
付
制
度
の
申
請
期
限
の
延
長
も
検
討
を
行
う
こ
と
。 

 

六 

近
時
の
中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
、
既
に
経
営
面
で
影
響
が
生
じ
て
い
る
中
小
企
業
等
に
対
し
て
、
政
策
金
融
機
関
及
び

民
間
金
融
機
関
に
よ
る
資
金
繰
り
等
の
支
援
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
状
況
変
化
に
よ
り
我
が
国
の
経
済

金
融
情
勢
に
も
更
な
る
影
響
が
生
ず
る
場
合
に
備
え
、
金
融
面
の
対
策
の
充
実
に
万
全
を
期
す
こ
と
。
そ
の
際
、
民
間
金
融

機
関
に
対
し
て
は
、
資
本
参
加
制
度
の
活
用
も
含
め
、
地
域
に
お
け
る
金
融
仲
介
機
能
の
一
層
の
発
揮
に
向
け
た
積
極
的
な

対
応
を
促
す
こ
と
。 

 

七 

い
わ
き
信
用
組
合
な
ど
、
金
融
機
関
の
不
祥
事
等
が
続
発
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
金
融
機
関
に
対
し
て
検
査
監
督
権

限
を
適
時
適
切
に
行
使
し
て
早
期
に
事
態
を
把
握
し
、
業
務
改
善
命
令
等
の
措
置
を
速
や
か
に
講
ず
る
と
と
も
に
、
金
融
庁

設
置
の
本
旨
に
則
り
、
必
要
に
応
じ
、
金
融
の
機
能
の
安
定
を
確
保
し
、
利
用
者
等
の
保
護
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


